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平成 27 年成人式

20 歳の誓い

interview
新成人の 5 人に、あ
なたと国見町につい
て 聞 い て み ま し た。
①国見町にこれから
期待すること
②親に一言

①活性化し、若い
人たちが住みやす
い町になってほし
い。②今まで、あ
りがとうございま
した。これからも、
お世話になります。

① 活 気 に 満 ち た、
町になってほしい。
②今まで不自由な
く育ててくれてあ
りがとう。これか
ら、恩返しをした
いと思っています。

遠藤一輝さん 佐久間結衣さん

　

震
災
と
原
発
事
故
か
ら
３
年

10
カ
月
と
な
る
１
月
11
日
、
平

成
27
年
国
見
町
成
人
式
が
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
に
は
成
人
を
迎
え

た
１
０
２
人
の
う
ち
84
人
（
男

50
人
、
女
34
人
）
が
出
席
。

　

色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な
振

袖
や
袴
姿
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
は
、多
く
の
来
賓
、

家
族
が
見
守
る
な
か
、
20
歳
の

誓
い
を
た
て
ま
し
た
。

　

式
で
は
太
田
久
雄
町
長
が

「
皆
さ
ん
に
は
、
無
限
の
力
が

あ
り
ま
す
。
限
り
な
い
可
能
性

を
信
じ
て
、
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
勇
気
を
も
っ
て
自
分
の

人
生
を
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
新
成

人
、
一
人
一
人
の
名
前
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
遠
藤
一
輝
さ
ん
に

町
長
か
ら
成
人
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
高
橋
幸

子
国
見
町
教
育
委
員
会
委
員
長

か
ら
長
谷
川
孝
則
さ
ん
に
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
島
博
正
国
見
町
議
会
議

長
、
小
野
光
一
国
見
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

成
人
代
表
の
佐
藤
杏
奈
さ
ん

は
「
成
人
証
書
を
手
に
し
、
私

①この町が、好
き。就職で町を
離れるのが残念。
②今まで育てて
くれて、ありが
とう。素敵な女
性になります。

①もっと商店街
が活性化してほ
しい。②今でも、
お世話になって
います。ありが
とう。これから
も、よろしくお
願いします。

①もっと地域の
人がふれあえる
場 が あ る 町 に
な っ て ほ し い。
②私の進む道を
応援してくれて、
ありがとう。

奥村美沙さん齋藤佑亮さん菅野慈佳さん

た
ち
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
社

会
に
対
し
て
の
関
わ
り
方
を
考

え
、
自
ら
行
動
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
新
成
人
と
し
て
、

生
ま
れ
育
っ
た
国
見
町
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
町
に
す
る
こ
と
が

私
た
ち
の
責
務
だ
と
思
い
ま

す
」
と
力
強
く
、
答
辞
を
の
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
フ
ル
ー
ト

の
生
演
奏
の
中
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
旧
友
、
お
祝
い
に
駆

け
付
け
た
恩
師
に
近
況
報
告
を

し
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
中
、

県
北
中
３
年
２
組
の
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
が
開
封
さ
れ
、
友
人
か

ら
、
そ
し
て
自
分
に
宛
て
た
手

紙
が
そ
れ
ぞ
れ
に
渡
さ
れ
る

と
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

歓
声
が
あ
が
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー

会
場
は
中
学
校
の
教
室
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。
み
ん
な
で
手
紙

を
読
み
「
あ
の
頃
は
…
…
、
み

ん
な
若
か
っ
た
。
こ
ん
な
写
真

も
、
若
か
っ
た
か
ら
撮
れ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
り
話
し
て
い

ま
し
た
。
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～今月の表紙～

明治末から大正前期頃の藤田の町並み
（所在地：国見町大字藤田字南付近から北に向かって撮影）

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『国見のたからもの』

　　　　　　　
№ 9

写真は、明治末から大正前期の藤田市街地です。通りには土蔵造の店舗や町屋、萱葺屋根の建物が軒を連ね、旧奥州街道藤田宿の
面影を色濃く残しています。現在の町並みにもその名残りを見ることが出来ます。ぜひ、まち歩きをしてみてはいかがでしょうか。

ピーチワインとピーチブラン
デーの模擬投票。初めての模
擬投票に、ドキドキ？結果は、
投票率 71.43% でピーチワイ
ンがピーチブランデーを上回
りました。今年は町の議会
議員の選挙も予定されていま
す。皆さんの貴重な一票を無
駄にせず、投票に行きましょ
う !!

「
キ
ャ
ン
ド
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
「
あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ

ツ
リ
ー
」
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
、
そ
し
て
福
島
市
出
身
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
（
ま
な
み
）」

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
灯
り
と
光
の
イ
ベ
ン
ト
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

国
見
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

「
鹿
島
神
社
例
大
祭
」

　

町
の
代
表
的
な
秋
祭
り
「
鹿
島
神
社
例
大
祭
」
を
守

り
続
け
る
た
め
に
発
足
し
た
国
見
伝
統
文
化
保
存
会
か

ら
、
昨
年
11
月
４
日
に
町
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
申

請
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
町
教
育
委
員
会
は
、

11
月
26
日
に
町
文
化
財
保
護
審
議
会
に
諮し

も
ん問
、
同
日
、

指
定
を
適
当
と
す
る
答
申
を
受
け
、
12
月
15
日
に
町
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
の
文
化
財
指
定
証
書
交
付
式
で
は
、
国
見

伝
統
文
化
保
存
会
（
鈴
木
周
一
会
長
）
に
太
田
久
雄
町

長
よ
り
指
定
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

【
鹿
島
神
社
例
大
祭
】

　

藤
田
地
区
内
を
巡
る
神
輿
渡
御
と
四
町

若
連
に
よ
る
提
灯
で
飾
ら
れ
た
山
車
と
山

車
が
ぶ
つ
か
り
合
う
勇
壮
な
祭
り
。

　

起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
梁
川

八
幡
宮
祭
礼
規
式
」（
１
５
５
８
年
）
に

幟の
ぼ
りを

立
て
る
な
ど
の
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
長
い
伝
統
が
あ

り
ま
す
。

　

祭
礼
は
、
祭
り
を
執
り
行
う
神
職
、
神

社
を
取
り
囲
む
各
町
内
会
の
総
代
・
氏
子
、

山
車
の
運
行
を
行
う
４
つ
の
若
連
、
神
輿

渡
御
を
行
う
鹿
島
会
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
、
10
月
第
４
木
曜
か
ら
土
曜
日
に
か
け

て
３
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

指定証書を受けた国見伝統文化保存会

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
次
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
　
冬
の
ま
ち
な
か
に
灯
し
た
温
か
さ

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

昨
年
11
月
23
日
か
ら
町
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
た
「
明

日
へ
。
復
興
・
き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
に
行
わ
れ
た
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
に

は
、
約
80
人
が
参
加
。
佐
藤
清
二
実
行
委
員
会
長
、
太
田

久
雄
町
長
、
八
島
博
正
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、優しい歌声につつまれた会場
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（仮称）

「里まち文化ステーション」

道の駅 くにみ
　
（
仮
称
）
道
の
駅
く
に
み
の
イ

メ
ー
ジ
図
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｃ
造
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
）
＋
木
造
一
部
２
階
建
て
の

建
物
で
、
普
通
車
約
１
４
０
台
・

大
型
車
約
30
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
ま
す
。

　

施
設
に
は
、
地
元
の
く
だ
も
の

や
野
菜
を
販
売
す
る
直
売
エ
リ
ア

と
国
見
産
野
菜
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
エ
リ
ア
を
配
置
し
、
町

の
主
産
業
で
あ
る
農
業
を
活
性
化

さ
せ
、
生
産
・
加
工
・
販
売
を
一

連
と
し
た
６
次
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

町
の
農
業
や
歴
史
な
ど
町
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信

エ
リ
ア
を
整
備
し
、
特
産
品
の
桃

を
は
じ
め
と
す
る
く
だ
も
の
や
阿

津
賀
志
山
防
塁
な
ど
の
町
の
宝
物

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

来
町
者
と
の
交
流
の
場
と
し
、

広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
農

業
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
種
研
修
の

受
け
入
れ
な
ど
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
情
報
施
設
を
整
備

し
、
災
害
時
に
は
国
と
連
携
し
た

情
報
発
信
や
被
災
者
の
受
け
入
れ

な
ど
防
災
機
能
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
か

ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

平
成
28
年
度
の
完
成
・
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
ま
す
。

国見産のくだもの・野菜・加
工品などの販売を行います。

直売エリア

町内外のママと子どもたちの
憩いの場として。また、情報
発信の拠点としていきます。

まま＆キッズの
エリア

く に み を 味 わ っ て も ら え る、
メニューを取りそろえます。

かふぇ ・
れすとらんエリア

さまざまな交流ができるエリ
アと宿泊エリアを完備するこ
とで、町内外の方を受け入れ
ることができます。

交流＆宿泊エリア
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Ｑ
：
太
陽
光
発
電
の
設
置
は
あ

る
の
か
。　

Ａ
：
バ
イ
オ
マ
ス
の
設
置
は
予

定
し
て
い
る
。
現
時
点
で
太
陽

光
発
電
の
計
画
は
な
い
が
、
今

後
検
討
し
た
い
。

Ｑ
：
施
設
南
側
の
県
道
が
狭

い
、
施
設
設
置
に
よ
り
国
道
へ

出
る
車
両
が
増
え
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
対
策
と
都
市
計
画
範

囲
の
変
更
の
経
緯
を
説
明
願
い

た
い
。

み
な
さ
ん
の
声
を
き
か
せ
て
く
だ
さ
い

平
成
26
年
度
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会　

く
に
み
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

１
月
24
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
く
に
み

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
賜
り
た
い
と
の
考
え
も
あ
り
、
お
菓
子
と
お

茶
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
昨
年
ま
で
５
地
区

ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
た
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

に
代
わ
る
も
の
で
、
今
年
は
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
平
成
26
年
度
の

上
半
期
の
町
の
式
典
・
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
後
、（
仮
称
）
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
、
直

接
町
長
が
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
概
要

に
つ
い
て
、
企
画
情
報
課
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
様
々
な
質
問
や
貴
重
な

ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
、
質
問
・
ご
意
見
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

仮称：里まち
文化ステーション

について

Ｑ
：
道
の
駅
の
運
営
方
法
は「
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
」
の
運
営
に

な
る
の
か
？　

町
と
民
間
と
の

出
資
比
率
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
公
設
民
営
で
、
町
が

５
０
０
０
万
円
を
出
資
し
株
式

会
社
に
お
い
て
運
営
を
行
う
。

株
式
の
保
有
割
合
等
は
今
後
検

討
す
る
が
、
将
来
的
に
は
町

50
％
、
民
間
50
％
程
度
に
し
た

い
。

Ｑ
：
町
の
負
担
金
７
億
程
度
の

償
還
期
間
は
何
年
程
度
に
な
る

の
か
、
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
30
年
の
償
還
予
定
で
あ
る
。

Ａ
：
施
設
南
側
の
県
道
「
浪
江
・

国
見
線
」
は
県
に
よ
り
拡
幅
の

予
定
で
あ
る
。

　

関
係
機
関
と
協
議
の
結
果
、

県
道
「
浪
江
・
国
見
線
」
の
ラ

ン
ク
付
を
上
げ
、
左
折
専
用

レ
ー
ン
な
ど
を
設
置
、
国
道
４

号
に
つ
い
て
も
右
折
専
用
レ
ー

ン
を
設
置
す
る
。

Ｑ
：「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
親

し
み
の
持
て
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
を

お
願
い
し
た
い
。

Ａ
：
名
称
に
つ
い
て
は
、「
公
募
」

を
予
定
し
て
い
る
。
親
し
み
や

す
く
、
覚
え
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン

グ
と
し
た
い
。

Ｑ
：
大
き
な
施
設
が
で
き
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
雇
用
が
生

ま
れ
る
と
思
う
が
、
町
内
出
身

者
の
採
用
を
優
先
す
る
の
か
？

Ａ
：
現
時
点
で
正
社
員
は
７
人

程
度
。
そ
の
他
臨
時
職
員
等
が

50
人
か
ら
70
人
程
度
。商
工
会
・

農
業
関
係
者
等
と
連
携
し
、
重

点
的
に
国
見
町
か
ら
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
：
町
民
交
流
エ
リ
ア
、
滞
在

型
交
流
エ
リ
ア
を
町
内
団
体
等

で
利
用
す
る
際
は
、
安
く
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

Ａ
：
株
式
会
社
が
経
営
す
る
の

で
利
潤
は
追
及
す
る
が
、
料
金

設
定
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

た
い
。

Ｑ
：「
道
の
駅
」
で
農
産
物
等

を
販
売
予
定
と
あ
る
が
、
農
産

物
を
継
続
的
に
供
給
す
る
場

合
、
ど
の
よ
う
な
生
産
体
制
と

な
る
の
か
？

Ａ
：
現
在
１
２
０
人
程
度
の
販

売
希
望
者
が
い
る
。
今
後
組
合

を
設
立
し
供
給
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
商
工
業
も
同
じ
で
あ

る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
と
連
携
し
進
め
た
い
。

　
Ｑ
：
国
見
町
の
代
表
的
な
特
産

物
を
販
売
し
、
ア
ピ
ー
ル
で
き

れ
ば
い
い
と
思
う
。

Ａ
：
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
Ｑ
：
営
業
ス
ペ
ー
ス
が
多
い
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
需
要
想
定
を

お
願
い
し
た
い
。

Ａ
：
専
門
家
や
有
識
者
と
と
も

に
検
討
し
、
営
業
規
模
を
決
定

し
て
い
る
。

Ｑ
：「
道
の
駅
」
の
交
流
広
場

で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
行
う
場
合
、

何
を
行
う
の
か
？
ま
た
朝
市
な

ど
の
出
店
業
者
は
組
合
が
で
き

る
の
か
、
そ
れ
と
も
開
催
ご
と

に
募
集
す
る
の
か
？

Ａ
：
イ
ベ
ン
ト
の
棲
み
分
け
は

こ
れ
か
ら
検
討
。
出
店
者
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
す
る
が
、
国

見
町
の
方
を
優
先
し
た
い
。

Ｑ
：
施
設
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

あ
る
よ
う
だ
が
、
２
階
建
な
の

で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
の

か
？

Ａ
：
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設
置
予

定
。

Ｑ
：
設
計
に
お
い
て
、
実
際
に

使
用
す
る
人
た
ち
の
意
見
は
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
事
務
レ
ベ
ル
で
は
、
設
計

と
並
行
し
て
協
議
を
進
め
て
き

た
。
今
後
建
設
と
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
な
が
ら
具
現
化
し
て
い

く
。

Ｑ
：
株
式
会
社
で
運
営
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
し
っ
か
り
と
し

た
プ
ラ
ン
で
進
め
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
西
側
入
口
等
の
強
風
対

策
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

Ａ
：
会
社
組
織
を
作
っ
て
、
鋭

意
取
り
組
み
た
い
。
設
計
で
は

強
風
対
策
を
す
で
に
講
じ
て
い

る
。

Ｑ
：
施
設
南
側
の
県
道
「
浪
江
・

国
見
線
」
が
渋
滞
す
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
：
想
定
さ
れ
る
車
両
台
数

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
関
係
機
関

と
協
議
し
た
結
果
、
必
要
な

道
路
等
の
拡
幅
を
行
う
予
定
。

オ
ー
プ
ン
当
初
な
ど
で
混
雑
す

る
場
合
は
対
応
し
た
い
。

Ｑ
：
南
側
の
広
場
と
駐
車
場
が

離
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

Ａ
：
屋
内
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

は
駐
車
場
か
ら
す
ぐ
で
あ
る
。

屋
外
ス
ペ
ー
ス
は
、
安
全
面
を

考
慮
し
駐
車
場
と
は
離
し
た
と

こ
ろ
に
し
て
い
る
。

Ｑ
：
道
の
駅
は
福
島
県
で
28
箇

所
あ
る
。
集
客
力
を
高
め
、
リ

ピ
ー
タ
ー
を
得
る
た
め
の
施
策

は
。

Ａ
：
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て

も
成
功
し
な
い
。
特
色
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
が
集

客
に
つ
な
が
る
の
か
、
今
後
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
取
り
上
げ
検

討
し
た
い
。

Ｑ
：
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設

置
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
：
意
見
と
し
て
伺
う
。

Ｑ
：
農
産
物
を
出
荷
す
る
た
め

の
販
売
手
数
料
は
い
く
ら
か
。

Ａ
：
今
後
検
討
す
る
が
、
一
般

的
に
は
12
％
か
ら
15
％
程
度
だ

と
思
う
。

Ｑ
：
海
外
と
の
交
流
な
ど
も
検

討
し
た
ら
い
い
の
で
は
。

Ａ
：
ま
ず
は
、
町
内
の
方
が
交

流
で
き
る
施
設
と
し
た
い
。
ま

た
、
周
辺
市
町
村
、
県
内
、
首

都
圏
な
ど
交
流
・
連
携
で
き
る

施
設
と
し
た
い
。

9 8



　町では、2 月 12 日から 3 月 16 日までの間、所得税・
町県民税の申告相談を行います。
　この申告は、昨年 1 月から 12 月までの所得を申
告していただくもので、平成 27 年度の町県民税や国
民健康保険税などの課税の基礎となります。

　申告相談には「確定申告書（封筒）」または、町か
ら送付された「所得申告相談について（案内葉書）」
などの必要書類を持参し、期限内に申告してくださ
い。

申告が必要な方

所得税・住民税の
申告相談

◆期間　2 月12 日木から 3 月16 日月
◆会場　観月台文化センター　3階
　　　　（第 1・2 研修室）

　税務署からの「確定申告書案内（封筒・葉書）」お
よび町からの「案内葉書」が届いていない場合でも、
次に該当する方は申告が必要となります。

①「農業、営業などの事業を営んでいる」「地代、家
　賃、配当などの所得がある」
②「給与の年収額が 2,000 万円を超える」「給与の他
　に所得がある」「2 ヶ所以上から給料をもらってい
　る」「年末調整ができなかった」
③「公共事業のために土地や建物を譲渡したこと
　により、所得税がかからない」場合など

申告相談に持参するもの

Ⅰ　収入・必要経費のわかるもの

①事業者の方⇒収支内訳書
　農業をされている方：平成 26 年中の農作物等に
　かかる収入帳（農産物受払帳）、経費帳等の諸帳簿。
　諸帳簿の根拠書類等
　営業をされている方：平成 26 年中の売上帳、仕入
　帳、経費帳等の諸帳簿。諸帳簿の根拠書類
※平成 26 年 1 月から、記帳・帳簿等の保存制度の
　対象が拡大されました。

　事業所得、不動産所得、山林所得を生ずべき業務
　を行う全ての方について対象となります。
②事業者で東京電力から補償金を受け取った方⇒補
　償通知書等、補償内容がわかるもの
③土地・建物等の譲渡があった場合には、売買契約
　書または買取証明書等
④給与やパート等及び年金受給者の方は、源泉徴収
　票または支払証明書等

Ⅱ　所得から控除するための証明書など

①生命保険料や個人年金保険料（10 年以上の掛け金）
　の控除証明書
②地震保険料等の支払証明書
③国民年金保険料の控除証明書
④医療費控除を受ける方（支払った医療費が 10 万円
　または所得の 5％を超えた場合）はその領収書及
　び介護保険制度に基づくサービスを受けられた方
　はその利用料等の領収書
⑤雑損控除を受ける方は被害を受けた資産の取得価
　格・取得時期のわかるもの、被害を受けた資産の
　修繕費・取壊し費用などのわかるもの、被害を受
　けた資産について受け取る保険金額のわかるもの
⑥繰越控除を受ける方は、平成 25 年分の確定申告書
　等、繰越損失額のわかるもの
⑦その他必要と認められる書類

確定申告書の作成に当たっては、
「復興特別所得税額」欄の
記載漏れのないように
ご注意ください。

※混雑を避けるため、指定
期日に申告相談されるよう
ご協力をお願いします。な
お、当日都合の悪い方は期
間中の都合の良い日に申告
してください。
※車でおいでになる場合、
十分な駐車場を確保できま
せんので、ご了承願います。
※税務署（会場「ウィル福
島」福島市卸町）で申告さ
れる方や税務署から案内を
受けている方は国見町で申
告相談する必要はありませ
ん。ご自身で申告書を作成
される方は、申告相談を受
けることなく、郵送または
持参により提出が可能で
す。※下記の方は「簡易申
告書」を提出願います。
①無収入の方。
②収入が、遺族（障害）年
金、雇用保険（失業給付金）
に限る方。
申告相談は不要となりま
す。
提出先：申告会場若しくは
税務課（1 階執務室）

申告相談日程

「確定申告書等作成コーナー」
相談会場（控え室）に設けます

　給与や年金所得の還付申告等の場合、簡単に申告
書ができあがります。不明な点は、専任スタッフに
よる操作サポートがあります。お待ち頂く時間も短
縮されますので、ご利用をお勧めします。
❖日中多忙な方は、国税庁ホームページ「確定申告
書等作成コーナー」から確定申告書の作成ができま
す。（申告書は、郵送等により税務署へ提出願います。）
❖ e-TAX（国税電子申告・納税システム）により、
インターネット環境を利用して確定申告が可能です。
①会場に出向くことなく、相談会場開設期間前より、
　一部のメンテナンス時間を除き、24 時間ご利用で
　きます。
②申告書郵送の手間が要りません。

　準備するもの
　a）住民基本カード（注 1）
　b）電子証明書（注 1）
　c）IC カードリーダ（注 2）

（注 1）発行手数料は、各 500 円となります。
発行担当課：住民生活課 585-2115

（注 2）電器店でお求めください。価格 2,000 円から
3,000 円程度。
　詳しくは、国税庁ホームページからご確認くださ
い。

	

町内会名 町内会名
（午前 9時から午前 11時 30 分） （午後 1時から午後 4時）

2 月

12 日 木 小坂 太田川
13 日 金 前田・泉田上 泉田中・泉田下
16 日 月 板橋 板橋南
17 日 火 鳥取 内谷西・内谷東
18 日 水 貝田
19 日 木 大木戸 高城・山根
20 日 金 光明寺 大坂
23 日 月 鶉町・上野・滝山 源宗山（西・東・北）
24 日 火 山崎北・小林・山崎舘 山崎（小舘・宮舘）宮前
25 日 水 山崎沢田 山崎耕谷
26 日 木 石母田（東・表・北） 石母田（原・西）
27 日 金 駅前・錦町 大町南

3 月

2 日 月 大町北・本町 宮町（南・北）・藤田宮前
3 日 火 藤田光陽・町東 宮東
4 日 水 原町 中部
5 日 木 並柳 築舘・北部
6 日 金 川内
9 日 月 森江野第 1 森江野第 2

10 日 火 森江野第 3 森江野第 4
11 日 水 徳江北 森江野第 7
12 日 木 森江野第 8 森江野第 9
13 日 金 森江野第 10・第 11 森江野第 12
16 日 月 予備日
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いのちを救う　愛の献血にご協力を !!　

３月５日木は国見町の献血の日です。
場　所 受付時間

伊達みらい　農業協同組合　小坂支店前 午前 9時から午前 11時

（株）国見メディアデバイス前 午前 11時 30 分から午後 1時

公立藤田総合病院夜間休日入口前
（献血される方は一般外来駐車場をご利用ください）

午後 2時 30 分から午後 5時

400ml 献血にご協力ください

■医療機関からの需要の約 90％が 400ml 献血からの血液です

　献血者の皆さんからいただいた血液を実際に使用する医療機関からの需要は、200ml 献血由来の血液より、
400ml 献血由来の血液が圧倒的に高いです。その理由は、輸血を受ける患者さんの負担軽減、副作用発生のリ
スク低減のためです。

♥ 800ml の輸血に必要な献血者数
　400ml 献血は患者さんの副作用の発生の可能
性が低く、安全性が向上します。

♥献血方法の比率（2013 年度全国）
　

■輸血を受ける患者さんのために

　日本赤十字社では、献血にご協力いただける皆さんの健康や安全に考慮した上で、400ml 献血にご協力をお
願いしています。献血者の皆さんの善意を、より患者さんに寄り添って提供すべく、400ml 献血へのご協力を、
今後もよろしくお願いいたします。

「心の健康相談」のお知らせ

  県北保健福祉事務所では、職場や地域社会・家庭の中でのストレス等の影響で、心の悩みを抱えている
方が、専門の医師に相談する場として「心の健康相談」を実施しています。お気軽にご相談ください。

　日　程：2 月 24 日火、3 月 25 日水午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分
　場　所：県北保健福祉事務所
　申込み方法：予約制ですので前日までに電話でお申込みください。
　申込み、問合せ：県北保健福祉事務所　健康福祉部　障がい者支援チーム　☎ 534-4300

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 26 年 12 月生まれ）
・9 か月児（平成 26 年 6 月生まれ）

4 月 30 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

4 月 15 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

食育シリーズ

　町では食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子ども達を対象に食育教室を開催し
ています。1 月は 4 回実施しました。

【年長組】
テーマ：バランスよく食べよう

【年中組】
テーマ：食事のマナーについて
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●測定箇所・・国見町都市計画図（1/10000）をもとに 500 ｍメッシュを作成し、平成 23 年から
　　　　　　　25 年と同地点の 181 地点を測定 ( 立入制限により４地点減少 )
●測定期間・・平成 26 年 12 月 2 日から 12 月 5 日
●測定方法・・地上 1 ｍ地点で測定器を水平に保ち、10 秒ごとの測定値を 3 回読み取り、その平均
　　　　　　　値を記録
●測	定	器・・Nal シンチレーションサーベイメータ

※　放射線量率の単位は「マイクロシーベルト／１時間当たり」であり「μ sv/h」と表記しています。

平成 23年 12 月測定結果

環境放射線量率　
平成 23 年に比べ 60％低減
　町では、平成 23 年より毎年 12 月に環境放射線量率の
測定を実施しております。
　平成 26 年 12 月の結果は、181 カ所の平均値が 0.295
μ sv/h であり、最大は 0.61 μ sv/h、最小は 0.09 μ sv/h
となりました。平成 25 年の平均値 0.383 μ sv/h と比較

して 22.9% の減、平成 23 年の平均値 0.747 μ sv/h と比較して 60.5％の減少がみられました。
　測定値の分布は右下の表のとおりで、1 か所を除き 0.6 μ sv/h 未満となり、全体の半分以上が 0.3 μ sv/h 未満
です。線量率は毎年着実に低下しており、放射性物質の物理的減衰及び風雨などの自然的要因による減衰、加え
て除染が進んできたことによるものと考えられます。

年度 23 年 24 年 25 年 26 年
平均値 0.747 0.517 0.383 0.295

対 23 年比 30.8％ 48.7% 60.5%
最大値 1.30 0.92 0.80 0.61
最小値 0.22 0.19 0.12 0.09

　環境放射線量率　　　　　　　【単位：μ sv/h】

平成 26年 12 月測定結果

　測定結果分布比較表
0.3 μ sv/h 未満 0.3 以上 0.6

μ sv/h 未満
0.6 以上 0.9
μ sv/h 未満 0.9 μ sv/h 以上

備考
件数 分布割合 件数 分布割合 件数 分布割合 件数 分布割合

平成 23 年度
全 185 ヶ所 1 件 0.54％ 46 件 24.68％ 93 件 50.27％ 45 件 24.32％

平成 24 年度
全 185 ヶ所 8 件 4.32％ 127 件 68.64％ 49 件 26.48％ 1 件 0.54％

平成 25 年度
全 181 ヶ所 45 件 24.86％ 123 件 67.95％ 13 件 7.18％ 0 件 0.00％ 測定点 4 地

点廃止
平成 26 年度
全 181 ヶ所 95 件 52.48％ 85 件 46.96％ 1 件 0.55％ 0 件 0.00％

国見町環境放射線量測定率 500 ｍメッシュ図
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住宅除染の進捗状況
　 住宅除染の実施状況をお知らせします。（1 月 28 日現在）

方　部
平成 26年度計画分

平成 25年度
実 施 分

除 染 完 了
合 計事　　　　前

モニタリング 除 染 着 手 除 染 完 了

藤田方部 619 件 566 件 552 件 360 件 912 件

小坂方部 308 件 119 件 38 件 310 件 348 件

森江野方部 254 件 245 件 239 件 190 件 429 件

大木戸方部 290 件 255 件 216 件 60 件 276 件

大枝方部 68件 68 件 68 件 129 件 197 件

合　　計 1,539 件 1,253 件 1,113 件 1,049 件 2,162 件

「ふくしま大交流フェア」トップセールス
～あんぽ柿などＰＲ～

　１月 12 日、東京有楽町の東京国際フォーラムで開催
された、ふくしまの元気と魅力を発信する、「ふくしま
大交流フェア」で、国見町が「あんぽ柿」などをＰＲ・
販売しました。
　福島県主催で、78 団体が出展しました。国見町から
太田久雄町長、青年農業者、ミスピーチ、ゆるキャラ「く
にみももたん」が参加し、あんぽ柿のほかリンゴ、真
空脱渋した蜂屋柿を来場者にＰＲしました。
　町ブースには、昨年度と今年度、首都圏の女性等を
町へ招待するツアーで町を訪れた、国見町公認「国見
サポーター」が多数駆けつけ、農産物を購入してくだ
さいました。
　太田町長は「今年度も、積極的に国見産品のＰＲ・
販売に取り組んできた。来年度も継続して行っていき
たい」と話しました。

平成 26年産米の全量全袋検査が終了　
　26 年産米の全量全袋検査については、みなさんのご協力により検査が終了いたしました。検査結果は、
すべて基準値（100Bq/kg）を大きく下まわり、安全性が高いことが証明されました。
　1実施期間　9 月 19 日から 12 月 11 日（稼働日 50 日）
　2測定袋数　68,424 袋　（昨年 63,679 袋）
　3検査結果    単位：Bq/kg、袋

区 分 25Bq/kg 未満 25~50 51~75 76~100

袋　数 68,423 袋
 (63,672 袋 )

1 袋
（5 袋）

0 袋
（2 袋）

0 袋
（0 袋）

  下段（　）についてはＨ 25 年産米検査結果
　　◆問い合わせ　原発災害対策課　℡ 585-2158

あんぽ柿の全量非破壊検査の
結果をお知らせします。

　町の特産品「あんぽ柿」は、町内全域が加工再開モ
デル地区となり、前年を大きく上回る数量が加工され、
全量非破壊検査を経て、基準値以内の製品のみ市場に
出荷されています。
　原料柿の出来も良く、丁寧に加工された「あんぽ柿」
は消費者、市場関係者からも高い評価を得ています。
　町は風評払拭とおいしさを知っていただくため、独
自にトップセールスを行うほか、県や出荷団体等と連
携しながら市場で試食会等を行い、食の安全を PR して
いきます。

【平成 26 年 11 月 25 日～平成 26 年 12 月 31 日の検査結果】

測定下限値未満
（25 Ｂ q/kg 未満）

スクリーニングレベル以下

（25 ～ 50Bq/kg）
スクリーニングレベル超過

（50Bq/kg 超過） 合計

検査トレー数 123,000 2,778 6 125,784

割　　合 97.787％ 2.209％ 0.004％ 100％

☆検査は、食品中の放射性セシウムスクリーニング法に準拠したあんぽ柿専用の非破壊検査機器により実施し
　ています。
☆放射性セシウムは、セシウム 134 とセシウム 137 の合計値を示しています。

◆問い合わせ　産業振興課　☎ 585-2986

　◎障がい者控除　
・対象者　介護保険法に基づく要介護認定を受け
られた方で、日常生活に支障のある方や疾病等に
より介護が必要な方です。なお、身体障害者・精
神障害手帳を持っている方、または以前に交付を
受けた方は申請の必要はありません。

・発行証明書　障がい者控除対象者認定書

◎おむつ代の医療費控除
・対象者　おむつ代の医療費控除を受けるのが 2
年目以降の方で、要介護認定を受け、一定の要件
を満たしている方に対し、主治医意見書の記載を
確認し交付します。

・発行証明書
　要介護認定にかかる主治医意見書の確認書

◆問い合わせ　長寿介護係　☎ 585-2125

　所得税の確定申告や町県民税の申告に際し、介護保険制度で要介護の認定を受けているみなさんが税
控除を受けるための証明書を発行しますので下記により申請してください。

介護保険の要介護認定を受けているみなさんへ
障がい者控除・おむつ医療費控除のお知らせ

国見検査場での検査の様子
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軽自動車税の税率が
４月から変わります

　地方税法の一部改正により、平成 27 年度から三輪以上の
軽自動車の税率が引き上げられます。
　新税率は平成 27 年 4 月 1 日以降に初年度検査を受けた車
両を取得した場合に適用されます。
　なお、初年度検査から 13 年を経過した三輪以上の軽自動
車については、平成 28 年度から重課税率が適用になります。

�軽自動車（三輪以上）の税率�

車種区分

平成 27 年度～ 平成 28年度～

平成 27 年 3 月 31 日以前に
初年度検査を受けたもの

（現行税率）

平成 27 年 4 月 1 日以後に
初年度検査を受けたもの

（新税率）

初年度検査から
13年経過したもの
（重課税率）

軽
自
動
車

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四
輪

乗
用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨
物

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

　平成 28 年度から、4 月 1 日現在（賦課期日）で初年度検査後 13 年以上経過した車両は、重課税率が適用さ
れます。平成 28 年度は平成 14 年以前に初年度検査を受けている車両が対象となります。
※初年度検査時期は、自動車車検証の「初年度検査年月」でご確認ください。
　◆問い合わせ　税務課課税係　☎ 585-2778

ファイナンシャル
プランナーによる
「納税相談会」を
実施します

　今年度第 3 回目のファイナンシャルプランナーによる「納税相談会」を
実施します。
　5 月と 10 月に開催した上記相談会では、13 人の方より相談があり、生
活再建のために効果的な提案をいただき、実りある相談会となりました。
　ファイナンシャルプランナー（FP）とは、家計や経営の相談役として、
みなさんの収入・支出・資産・債務・保険の保障内容などをうかがい、「ど
こかに無駄はないか」「より良いお金の使い方はないか」をみなさんとと
もに考え、アドバイスをくださる方です。
　相談会では、相談内容をもとに家計診断をし、借入金・過払い金・保険・

年金等、税に限らず生活改善のための提案をさせていただくことで、家計全般の見直しができます。
　町ではみなさんと一緒に解決方法を考え、支援していきますので、一人で悩まず、まずはご連絡ください。
　
　◆日　時　　　３月 21 日土　午前 9 時から午後４時
　◆場　所　　　観月台文化センター　２階　「第２会議室」
　◆相談員　　　ファイナンシャルプランナー　　遠藤　明彦　氏
　◆申込定員　　6 人程度（相談時間１人 50 分）
　　　　　　　　ご希望の方は、事前予約（先着順）をお願いします。電話予約も受付します。
　◆問い合わせ　税務課収納係　☎ 585-2780

≪重課税率の適用について≫

第 19 回　国見町フォトコンテスト作品募集
テーマ

「再発見、明日に伝えたい国見のたからもの」
国見町内で開催されるイベント又は風景をとらえた作品

（平成 26 年 4 月以降に撮影したものに限ります。）

≪応募作品≫　・カラープリント 4PW（ワイド四切）又は A4 版とし、各部門 3 点まで。
　　・デジタルカメラによる作品も可（※組写真、合成写真は不可）
　　・応募用紙に題名、住所、氏名、電話番号等を記入し、作品裏面にテープで貼付のこと。
　　・人物を撮影する時は、相手の了解を得てください。肖像権等の承諾は応募者の責任とします。

≪各部門（1人１賞とします）≫

【町のイベント部門】 【町の四季・風景部門】

最優秀賞　1 点　賞状・トロフィー・副賞 3 万円 最優秀賞　1 点　賞状・トロフィー・副賞 3 万円

優秀賞　2 点　賞状・トロフィー・副賞 1 万円 優秀賞　2 点　賞状・トロフィー・副賞 1 万円

特別賞　2 点　賞状・盾・副賞１万円 特別賞　2 点　賞状・盾・副賞 1 万円

入　賞　5 点　賞状・副賞 5 千円 入　賞　5 点　賞状・副賞 5 千円

佳　作　5 点　賞状・副賞 3 千円 佳　作　5 点　賞状・副賞 3 千円

≪選者≫
　二科会会員　六角宥子氏及び主催者 
≪応募方法≫
　国見町ホームページより応募用紙をダウンロード後、作品裏面にテープで貼付け郵送してください。
◆問い合わせ　企画情報課　☎ 585-2927 

応募締切2/27

税理士記念日
『確定申告および税の無料相談会』

の案内について
<福島会場 >
　日時　2 月 22 日日・23 日月

　　　　午前 10 時から午後 4 時まで

　場所　ユニックスビル　8 階

　　　　（福島市栄町 6 番 6 号）

<サンライフ福島会場>
　日時　2 月 22 日日

　　　　午前 10 時から午後 4 時まで

　場所　サンライフ福島

　　　　（福島市北矢野目字壇ノ腰 6-16）

◆主催・問い合わせ　東北税理士会福島支部　

　　　〒 960-8002　福島市森合町 14 番 29 号　

　　　☎ 534-3907

農業委員会の動き

　1 月 20 日定期総会が開催され、次のと
おり確認されました。

　2 月の農業委員会定例総会は次のとおり
です。傍聴におい
でください。

日時　2 月 23 日月　
　　　午後 1 時 30 分
場所　観月台文化センター大研修室

◆問い合わせ　農業委員会
　　　　　　　☎ 585-2890

・農地合意解約 4 件
・農地転用（市街化区域） 1 件
・農地利用集積計画の決定
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３
月
の
相
談
会

≪障がい者相談≫
・開催日　17 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   第 2 和室

・時間　　午前 10 時から午後 4 時

　※障がい者に関する様々な相談を

　　受付しますので、ぜひご利用く

　　ださい。

お
知
ら
せ

≪心配ごと相談≫
・開催日及び相談員

・場所　観月台文化センター
　　   　第 2 和室

・時間　午前 9 時から正午

12 日 木 高野　俊久 さん
秦　カツ子 さん

26 日 木 八巻　栄子 さん
武田　京子 さん

西
根
堰
土
地
改
良
区

農
地
異
動
届

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
水
利
費
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課
は
、
毎
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４
月

１
日
現
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の
農
地
面
積
を
基
準

に
算
定
さ
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ま
す
。
平
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水
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ど
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支
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消費者行政活性化事業

食の安全安心講演・実演会
『味わいながら知る。
安全でおいしい農産物』

　講師に、福島県出身で日本料理店「分とく山」
総料理長の野﨑洋光氏を招いて、講演・実演会
を開催します。みなさんどうぞおいでください。

●日時　3 月 15 日日午後 2 時から午後 4 時
●場所　国見町観月台文化センター　大研修室
●講師　野﨑　洋光　氏
●定員　40 人（参加無料）
●内容　国見町における農産物の放射能対策の
　　　　取り組みについての紹介。
　　　　講師の調理実演による国見町の農産物
　　　　を使用したレシピの紹介。
●整理券申込み

・2 月 14 日土午前 9 時から観月台文化センター
大ホール前ロビーにて先着順で配布いたします。

（お一人様２枚まで）
◆問い合わせ　産業振興課　☎ 585-2986

     第２回　国見のおいしい
レシピ・  コンテスト

　第 2 回「国見のおいしいレシピ・コンテスト」を
開催します。
　国見の旬の食材を使ったオリジナリティーあふれ
る自慢レシピを募集します。みなさん、奮ってご応
募ください。
●日時　　3 月 15 日日　午前 10 時から正午
●場所　　観月台文化センター　栄養指導室
●対象者　個人、団体、グループは問いません。
●テーマ　　
　・今回のテーマは「噛む」です。大根、ニンジン、
　    ゴボウを使用してください。
　・噛むことで、食事の喜び、楽しさ、健康づくり
        につながる創作料理をご応募ください。
　・優れたレシピは、平成 28 年開業予定の（仮称）
        里まち文化ステーションのメニューに採用する
        こともあります。
●申込方法　
　・応募用紙は、産業振興課に備えてあります。
　・必要事項を記入の上、2 月 21 日土まで、産業
        振興課へお申込みください。
◆問い合わせ　産業振興課 まちづくり交流推進室 
　　　　　　　☎ 585-2132

　　
　　人口　　  9,800 人　( ー )
　　  男　　    4,707 人（ △ 1）
     　 女　        5,093 人（ ＋ 1）　
　    世帯　  　3,405 世帯（ ＋ 3）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 27 年 1 月 1 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

　　≪窓口延長の日≫　2月 12 日、19 日、26 日
																																							　　	3 月 5 日、12 日、19 日、26 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明書
の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の届出、
税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
12 月 21 日～ 1 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、企画情報課

☎ 585-2927 までご連絡ください。

児島　紗
さ つ き

津希ちゃん
大悟さん　理沙子さん

後藤　日
ひ な た

向ちゃん
洋介さん　舞子さん

（ 山 根 ）

（藤田宮前）

「火災に注意しましょう」
　この時季は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなっておりま
す。火の取扱いには十分注意しましょう。

ゴミ出しルールとマナーを守りましょう！
「収集日・分別区分を守り、ごみを出してください。」

佐 藤 　 榮 　 さ ん 93 （石母田西）
古 川 　 米 　 さ ん 94 （ 宮 町 北 ）
佐 藤 　 イ キ さ ん 90 （ 山 崎 北 ）
吉 田 　 吉 雄 さ ん 72 （ 泉 田 中 ）
阿 部 　 サ ト さ ん 82 （ 貝 田 ）
石 川 　 義 博 さ ん 63 （ 第 4 ）
髙 橋 　 ミ ツ さ ん 84 （ 大 坂 ）
佐 藤 　 仁 　 さ ん 73 （藤田宮前）

お問い合せ　国見町産業振興課　☎ 585-2132
　　　　　　国見町商工会　　　☎ 585-2280

総合司会は「パチッコリン」
　特設ステージでは、3B 体操、健康体操、
太々神楽、パチッコリンのお笑いライブ
などのイベントもありますよ。
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1 月 19 日泉田下いきいきサロン
（手工芸）

1 月 16 日大木戸いきいきサロン
（お手玉で、笑顔・えがお）

1 月 22 日大木戸仮設住宅新年会
（紙相撲と美味しい、お・も・ち）

1 月 27 日石母田いきいきサロン
（おりがみで八角形の箱作り）

今月は各地で開催されている「いき

いきサロン」と大木戸仮設住宅で行

われた「新年会」の様子をお届けし

ます。皆さん、笑顔が素敵。皆さん

の元気のみなもとは「笑」なんでしょ

うね。

・代表者　佐藤　辰雄
・活動日　火・金　午後 7時から午後 9時 30 分
・主な活動場所　柏葉体育館
・会員数　20人
・会　費　10,000 円 / 年（スポーツ少年団
　　　　　登録、傷害保険含む）　
・連絡先　☎ 585-2408　佐藤辰雄

−プロフィール−

VOL.41

柔道スポーツ少年団

国見小学校（6年生）

阿部将尚 渋谷雪乃井上萌香

　

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
母

体
は
、
昭
和
46
年
頃
に
発
足
し

た
国
見
町
柔
道
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

立
ち
上
げ
直
後
、
伊
達
政
宗

の
繋
が
り
で
、
第
１
回
福
島
・

宮
城
・
山
形
三
県
交
流
国
見
町

少
年
柔
道
大
会
が
当
時
の
指
導

者
の
尽
力
で
開
催
さ
れ
た
と
聞

き
、
行
動
力
と
柔
道
に
か
け
る

熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
団
員
は
、小
学
生
７
人
、

中
学
生
13
人
の
合
計
20
人
。
稽

古
は
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
後

７
時
か
ら
9
時
30
分
ま
で
。
年

間
の
活
動
と
し
て
は
、
今
年
35

回
を
迎
え
る
三
県
交
流
国
見
町

少
年
柔
道
大
会
開
催
を
柱
と
し

て
、
県
北
地
区
大
会
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
交
流
会
、寒
稽
古
を
、

父
母
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

稽
古
で
は
、
柔
道
の
基
本
で

あ
る
、
受
身
を
「
と
る
」
で
は

な
く
、「
と
ら
せ
る
」
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

稽
古
中
・
試
合
上
で
も
投
げ
ら

れ
た
ら
、
確
実
に
受
身
を
と
る

事
は
、
概
ね
負
け
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
で
も
、
こ
こ
か
ら

学
ぶ
事
は
、
相
手
を
思
い
や
る

心
と
、
勝
っ
て
も
お
ご
ら
な
い

心
が
養
わ
れ
、
強
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
優
し
く
、
礼
儀
正
し

く
な
っ
て
い
く
と
、
佐
藤
さ
ん

が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
佐
藤

さ
ん
の
座
右
の
銘
は
『
や
っ
て

み
せ
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ

せ
て
み
せ
、褒
め
て
や
ら
ね
ば
、

人
は
動
か
じ
』
を
肝
に
銘
じ
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
み
つ

け
て
、
褒
め
て
い
く
姿
勢
は
続

け
て
い
る
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
以
上
に
子
ど
も

た
ち
は
、
笑
顔
で
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
が
、練
習
に
な
れ
ば
、

り
り
し
い
顔
に
な
り
、
一
人
前

の
武
道
家
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
一
度
練
習

を
見
学
に
行
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？
小
さ
な
武
道
家
が

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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年頭のあいさつをする太田久雄町長

新春
賀詞交歓会
　1 月 5 日、みらいホール国見で約 160 人が参加し賀詞交歓
会が開催されました。太田久雄町長が「ここ数年が踏ん張り
どころ、町民一丸となって乗り越えたい」とあいさつを述べ
た後、八島博正町議会議長らがあいさつし、佐藤清二町内会
長連絡協議会会長の乾杯で、和やかに行われました。

　12 月 21 日、観月台文化センターで町消防団第 5 分団第 3
部（大木戸）への小型動力ポンプ付積載車の交付式が行われ
ました。太田久雄町長から鈴木耕治団長に対し目録が手渡さ
れ、村上信夫第 5 分団長が謝辞を述べました。消防車両の更
新により町の消防力が強化されました。

　町消防団（鈴木耕治団長）の出初式が１月４日、グリーン
アリーナ 923 で開催され、消防団 160 人、女性防火クラブ 20
人が参加し、団員の整列状況等を確認する通常点検と消防車
両等の作動状況を確認する機械器具点検が行われ、太田久雄
町長が検閲しました。
　鈴木耕治団長は「国見町の火災、災害を無くすために今後
とも予防消防活動に精進してほしい」と訓示しました。

一致団結し
町の安全守ります

検閲を受ける団員たち

平成 27 年
桑折地区交通安全祈願祭

宮司からお祓いを受ける関係者

　1 月 7 日に国見、桑折両町の交通安全関係団体による交通安
全祈願祭が、国見町の鹿島神社で行われました。関係者約 50
人が出席し、交通事故の撲滅を祈りました。
　また、太田国見町長、亀岡桑折地区交通安全協会長、佐藤
福島北警察署長からあいさつがあり、各種活動への協力と理
解を求めました。

　12 月 27 日、国見バスケットボールスポーツ少年団の団員
が恒例の上野台運動公園の体育館の大掃除を行いました。　
　団員は 34 人。大掃除には 30 人が参加し、1 年間練習でお
世話になった体育館を感謝をこめて掃除しました。特に、6 年
生は最後の大掃除。笑顔で下級生よりも、一生懸命掃除して
いました。

来年も
よろしくお願いします

第 5 分団第 3 部に交付された小型動力ポンプ付積載車

隅々まで掃除で、気分爽快 !!

小型動力ポンプ付積載車
消防団第 5 分団第 3 部

郷土の宝を
守ります

　1 月 17 日、観月台文化センターで「命の大切さ」をテーマ
とした人権講演会が開催され、宮城県女川町震災語り部の阿
部真紀子氏が、東日本大震災による被害の様子や二度と同じ
ような犠牲者を出さない女川町のまちづくりについて語りま
した。震災当時、津波の恐ろしさを肌で感じた阿部氏の語りは、
来場者に命の大切さを力強く伝えていました。

県重要文化財「佐藤家住宅」での放水訓練

うまいげんちょ、のどさつっかえらんなよ

　1 月 25 日、町消防団が文化財防火デーによる消防訓練を町
内 5 箇所で行いました。団員は日頃から訓練を重ねていますが、
有事の際に迅速な消防活動ができるよう動きを確認し訓練に
臨んでいました。文化財が火災により焼失する事例が全国的
に見られます。宝となる文化財を火災等から守り、未来に伝
えていくことの大切さを改めて認識する機会となりました。

命の大切さを伝える　
人権講演会開催

　1 月 14 日、上野台仮設住宅で新年会が行われました。新年
会では、紙相撲大会や美味しいお雑煮やあんこ餅を、みんな
でついて食べました。今年も、元気に新年を迎えられたこと
にみんなで感謝し、今年の抱負などを話、交流を深めました。
また、国見町社会福祉協議会会長（太田久雄町長）から入居
者の皆さんにカイロの贈呈がありました。

仮設新年会
今年も美味しいお餅がつけました

仮置場の壁が
大きなキャンパス
になりました
　1 月 10 日、森江野方部 2 号（徳江字江添地内）
仮置場の外壁にくにみ幼稚園児、国見小学校児
童、県北中学校生徒が手がけたビッグアートの
縮小版の絵が貼り付けられました。この絵は、
昨年「幼小中一貫教育事業」で制作したものを、
デジタル処理を施し、ラミネートで保護したも
のです。
　また、今回はビッグアートのほか、中尊寺蓮
を描いた小中学生の作品、中学生の授業で描い
た絵も一緒に貼られており、通る人々の目を楽
しませています。
　大木戸方部 2 号（高城字西地内）と藤田方部
3 号（藤田字滑沢三地内）の仮置場にも、絵が
貼られます。

語り部の阿部真紀子氏

仮置場のイメージアップに掲げられたビッグアート
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行事のお知らせ
2 月 12 木 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

13 金 成人学級閉講式
14 土 少年仲間づくり教室閉講式

みみずく　おはなし会
17 火 子ども移動図書館（国見小 2 年生）
18 水 くにみ女性教室閉講式
19 木 子ども移動図書館（国見小 1 年生）

工芸教室②
21 土 国見っ子わんぱく広場閉所式

ふるさと歴史教室③
24 火 阿津賀志学級閉講式
26 木 工芸教室③

ブックスタート
28 土 ふるさと歴史教室④

3 月 2 月 休館日
5 木 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

10 火 子ども移動図書館（国見小 2 年生）

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
・
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

　

12
月
24
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
少
年
仲
間
づ
く
り

教
室
と
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広

場
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

お
正
月
の
伝
統
文
化
を
通
じ

て
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
書
初
め
と

お
正
月
遊
び
、
餅
つ
き
の
体
験

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

書
初
め

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
は
39

人
が
参
加
し
、
高
橋
竹
峰
先
生

と
、
墨
花
の
会
の
皆
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
冬
休
み
の
課
題
で

あ
る
書
初
め
の
練
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
筆
の
基
本
的
な
扱

い
や
姿
勢
、
課
題
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
習
い
、
真
剣
に
書
き
上

げ
て
い
ま
し
た
。

正
月
遊
び

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
で

は
69
人
が
参
加
し
、
寿
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
実
沢
重
雄
会
長
）
の

み
な
さ
ん
と
福
笑
い
や
民
話
か

る
た
な
ど
昔
遊
び
を
体
験
し
ま

し
た
。
福
笑
い
は
お
も
し
ろ
い

顔
が
で
き
あ
が
り
、
大
爆
笑
で

し
た
。

餅
つ
き

　

寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
方
々
に

準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
迫
力

あ
る
餅
つ
き
を
見
学
し
た
あ

と
、
横
杵
や
千
本
杵
で
順
番
に

餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
み

ん
な
で
協
力
し
て
つ
い
た
餅

は
、
お
雑
煮
と
あ
ん
こ
餅
に
調

理
さ
れ
、
つ
き
た
て
の
餅
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
賑
や
か
に

会
食
を
し
ま
し
た
。

いつもの元気が一転！集中してます

ふ、ふなっしーって…どんな顔？

よ～く見とけ～

おいしい～！おかわりっ！

おいしくなあれ♪

イ
ギ
リ
ス
の
文
化
に
触
れ
る
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
講
話
」

２
学
級
合
同
学
習

　

１
月
16
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
成
人
学
級
生
と
く
に

み
女
性
教
室
生
28
人
参
加
の
も

と
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
講
話
」
の

２
学
級
合
同
学
習
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
の
ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ダ
ー

氏
は
イ
ギ
リ
ス
出
身
で
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
国

小
坂
の
郷
土
史
を
学
ぶ

　
　
「
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
」

　

１
月
13
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
阿
津
賀
志
学
級
生
47

人
が
参
加
し
、「
金
融
犯
罪
被

害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」
と
題

し
、
福
島
財
務
事
務
所
の
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
同
事
務
所
理
財
課
調

査
官
の
伊
藤
高
志
氏
と
相
談
員

の
山
崎
由
美
子
氏
で
、
な
り
す

ま
し
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
な
ど

巧
妙
な
詐
欺
手
口
が
紹
介
さ

「
う
ま
い
話
」
に
ご
用
心

阿
津
賀
志
学
級

れ
、被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

熱
心
に
学
習
し
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
、
小
坂
農
村
総
合

管
理
セ
ン
タ
ー
で
「
第
２
回
ふ

る
さ
と
歴
史
教
室
」
が
開
催
さ

れ
、
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「『
国
見
の
宿
場
町
』
～
小
坂

宿
を
例
と
し
て
～
」
を
テ
ー
マ

に
菊
池
利
雄
氏
（
郷
土
史
研
究

家
）
よ
り
、
国
見
町
に
３
つ
あ

る
宿
場
町
の
中
か
ら
、「
小
坂

宿
」
を
中
心
と
し
て
解
説
い
た

だ
き
、
地
域
の
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。

国
見
町
の
歴
史
を
学
ぼ
う
！

第
３
・
４
回

「
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
」

　◆
テ
ー
マ

　
「
南
北
朝
動
乱
と

　

伊
達
郡
藤
田
城
Ⅰ
・
Ⅱ
」

◆
期
日

　

第
３
回　

２
月
21
日
土

　

第
４
回　

２
月
28
日
土

◆
時
間

　

午
後
１
時
30
分
か
ら　

◆
講
師　

笠
松
金
次
氏

◆
会
場　

　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
無
料
・
申
込
不
要

見
町
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

演
題
は「
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
・

日
本
の
文
化
」
で
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
独
立
問
題
、
好
き
な
食

事
、
気
候
や
習
慣
な
ど
両
国
の

文
化
の
違
い
に
つ
い
て
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
い
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
ポ
ー
ル
氏
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

講師のポール・ライダー氏

慌てずさわがず事実確認！

熱く語る菊池利雄氏

み
る
み
る
う
ち
に
上
達
！

元
気
っ
こ
ス
キ
ー
教
室

　

１
月
25
日
、
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
14
人
が

参
加
し
て
あ
だ
た
ら
高
原
ス

キ
ー
場
で
「
元
気
っ
こ
ス
キ
ー

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
福

島
不
忘
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
黒
田

武
さ
ん
ら
を
講
師
に
、
班
ご
と

に
分
か
れ
て
レ
ッ
ス
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

初
め
て
ス
キ
ー
を
体
験
す
る

児
童
も
み
る
み
る
上
達
し
、
好

天
の
も
と
存
分
に
ス
キ
ー
体
験

を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ス
キ
ー
教
室
の
後
は
岳
温
泉

で
入
浴
を
楽
し
み
、
練
習
の
汗

を
流
し
ま
し
た
。

ゲレンデをバックに、はい、チーズ
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放送日 放　送　内　容

2/13 国見町の魅力をフォーカス

2/20 楽しく学んだ一年間を振り返って

放送日 放　送　内　容

2/27 若者たちが国見町の魅力を再発見！

3/6 震災から 4年を前に

3/13 桜に込める、町への想い

2 月11・14 日、学生から話を聞

くことができる機会があります。

学生の目で見た、国見町は…。

今から楽しみです。ぜひ、みな

さん学生の話に耳を傾けみては

いかがでしょうか。会場でお待

ちしています。 （N.K）

あ と が き

くに み
カレンダー2月

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14

・広報くにみ
2月号発行日

・建国記念日
・国見まちづくりカフェ

・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）
・成人学級
・ももたんFM

・内谷地区
地域づくりカフェ

・少年仲間づくり教室

15 16 17 18 19 20 21
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・いきいきサロン

德北（午後1時半～）
・障がい者相談

・いきいきサロン
第1（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・粗大ごみ回収日

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・乳幼児健診
3歳6か月

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・ももたんFM

・国見っ子わんぱく広場
・ふるさと歴史教室③

22 23 24 25 26 27 28
・いきいきサロン

板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・阿津賀志学級

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・いきいきサロン
泉田中（午前10時～）
大枝（午後1時半～）

・乳幼児健診
3・9 か月

・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・ももたんFM

・ふるさと歴史教室④

3/1 3/2 3/3 3/4 3/5 3/6 3/7
・奥州街道ど真ん中！

くにみ春のフードフェスタ
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）
・税金等納期限

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・いきいきサロン
太田川（午後1時半～）

・ニコニコ相談会
・粗大ごみ回収日

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・献血
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・ももたんFM

3/8 3/9 3/10 3/11 3/12 3/13 3/14
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・広報くにみ

3月号発行日
・いきいきサロン

第3（午後1時半～）
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）
・県北中学校卒業式
・ももたんFM


